
平原古墳群調査報告3

一位置と環境

1 地理的環境（第1図）

阿蘇の自然阿蘇地方は、熊本県北東部から大分県西部・宮崎県北西部までを指し、九州本島中央

部に位置する阿蘇山を中心とした地域である。
なかだけ

阿蘇山は阿蘇カルデラ内で現在も活動を続ける中岳を中心とした火山群を指す。阿蘇カルデラは東

西約18klII、南北約25klll、面積は約3801㎡という世界最大級のものである。中央火口丘群、標高400

~500mの広大なカルデラ床、それらを取り囲むように外輪山があり、外輪山の外側には標高700

~800mの高原地帯が広がっている。カルデラ床は広い水田地帯になっており、外輪山の外側では
れこだけ たかだけ

赤牛の放牧がなされている。中央火にl丘群はほぼ東西に並んでおり、そのうち根子岳・高岳・中岳．

第1図阿蘇地域の地形と平原古墳群の位置
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